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 書面によるみなし決議総会（第10回定時総会）及びみなし決議理事会（第50回理事会）により、会長を

はじめとする当連合会の役員体制が決まりました。会長には、永井良一愛知県産業廃棄物協会会長が選定さ

れました。当連合会理事・監事及び各都道府県協会の皆様のご協力に対し、心より感謝申し上げます。 

                                        （総務部・古川） 

 

 
 全国産業廃資源循環連合会会長表彰については、理事会での審議の結

果、総勢415名の方々が受賞されました。 

 受賞者の皆様、誠におめでとうございました。（総務部・冨樫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連合会役員が決定  

表彰種類 受賞者数 

功労者表彰   25 

地方功労者表彰   75 

優良事業所表彰   23 

地方優良事業所表彰    117 

優良従事者表彰    175 

計    415 

                    

会 長 

 永井 良一    一般社団法人 愛知県産業廃棄物協会会長 

 

副会長 

 鈴木  昇      一般社団法人 宮城県産業資源循環協会会長 

   杉田 昭義  一般社団法人 千葉県産業資源循環協会会長 

 橘  正則  一般社団法人 富山県産業資源循環協会会長 

 鈴木 洋佑  公益社団法人 静岡県産業廃棄物協会会長 

   片渕 昭人  公益社団法人 大阪府産業資源循環協会会長 

 越生 昭德    一般社団法人 鳥取県産業資源循環協会会長 

 松本 英高    一般社団法人 香川県産業廃棄物協会会長 

 篠原 隆博    一般社団法人 佐賀県産業資源循環協会会長 

 

専務理事 

 森谷  賢    公益社団法人 全国産業資源循環連合会 

 

理 事 

 山岡 緑三郎 一般社団法人 秋田県産業廃棄物協会会長 

   菊池 清二  公益社団法人 栃木県産業資源循環協会会長 

  

  

  

理 事 

   小林 増雄  一般社団法人 埼玉県環境産業振興協会会長 

 藤枝 慎治    公益社団法人 神奈川県産業資源循環協会会長 

   木下  茂  一般社団法人 滋賀県産業資源循環協会会長 

 文  盛厚    公益社団法人 京都府産業資源循環協会会長 

 大塚 雅司    一般社団法人 岡山県産業廃棄物協会会長 

   森  史朗  公益社団法人 福岡県産業資源循環協会会長 

   加藤 晴夫  一般社団法人 大分県産業資源循環協会会長 

   鈴木 宏和  一般社団法人 東京都産業資源循環協会会長 

 東浦 知哉    一般社団法人 兵庫県産業資源循環協会会長 

 岩間 雄一  公益社団法人 静岡県産業廃棄物協会副会長 

 浜野 廣美  公益社団法人 大阪府産業資源循環協会副会長 

 大前 慶幸  一般社団法人 広島県資源循環協会副会長 

 

監 事 

  時田  茂    公益社団法人 北海道産業資源循環協会会長 

  毎田 正男    一般社団法人 石川県産業資源循環協会会長 

    芝田 稔秋  芝田総合法律事務所 

連合会役員 

連合会会長表彰 総勢415名が受賞  
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 令和2年度産業・資源循環議員連盟総会が去る６月４日、衆議院第一議員会

館1階国際会議室において開催されました。 

 最初に、産業・資源循環議員連盟 田中和徳会長から「産業資源循環業界の

位置づけは増々高まっており、資源の有効活用を更に高める優秀な技術者の確

保・育成が必要です。皆様と力を合わせ前進していくことが必要と思っていま

す。」と挨拶がありました。 

 続いて、全国産業資源循環連合会永井会長が「昨年、井上信治ＰＴ座長のもと、業界の課題である人材育

成・確保と再生品利用促進の報告書をまとめて、環境大臣、国土交通大臣に提言をいただき感謝申し上げま

す。我々は、この報告書をしっかりとフォローして、最終的に振興法案の実現のため、議員連盟の先生方の更

なるご支援をお願い申し上げます」と挨拶しました。 

 次に議題に入り、あかま二郎事務局長から、産業・資源循環議員連盟会計報告と役員(案)について提案説明

があり、承認されました。 

 次に、全国産業資源循環連合会森谷専務理事が、「資源循環促進ＰＴフォローアップ状況報告」について報

告しました。『報告書は大きくは、①人材育成・確保と②再生品の利用促進の2つの項目となっており、①人

材育成については、産業廃棄物処理従事者の資格制度の実現に向け「業務主任者試験等準備検討委員会」を全

産連に設置し環境省の参加を得て、試験の試行を行っています。②再生品の利用促進については建設汚泥再生

品及び廃コンクリート再生砕石の利用促進上の課題解決のため、全産連に「建設汚泥再生品等の利用促進に関

する検討会」を設置し、環境省、国土交通省の参加を得て、検討を重ね、近々報告書がまとまる予定です。』 

 これを受けて、井上ＰＴ座長から「昨年報告書をまとめましたが、高い理想を掲げるだけでなく、しっかり

結果を出せるものとしてまとめました。業界として着実に前に進めていただいています。まだ途中段階であり

ますが、環境省、国土交通省のしっかりとしたサポートもお願いいたします。」と発言がありました。 

また、環境省、国土交通省より、「ＰＴ報告書の全産連の取り組みに対して連携、協調しながら、その実現化

に向けて、しっかりとサポートを行っていきます。」と発言がありました。 

 次に、「新型コロナウイルス感染症による企業経営影響調査」について森谷専務理事が概要を説明しまし

た。産廃処理業界出席者から、「3月～5月は仕事ができない状況にあり、われわれの業界は６ヶ月位遅れて

影響が出てきます。」、「建設系の廃棄物の落ち込みが大きいです。」、「廃棄物処理業は景気の動向に左右

されるため、６月、７月の状況に注視しています。」との発言がありました。 

 最後に、産業・資源循環議員連盟 吉野正芳副会長が「ＰＴ報告書のフォローアップ状況をヒアリングでき

ました。議連として業界の発展、健全化を図るため今後もしっかりと支援していきます。」と閉会の挨拶をさ

れました。                               （政治連盟事務局・土井） 

令和2年度総会出席者（敬称省略） 

＜産業・資源循環議員連盟＞  

顧問：野田毅衆議院議員、逢沢一郎衆議院議員、塩谷立衆議院議員 

会長：田中和徳衆議院議員、会長代行：渡辺博道衆議院議員、会長代理：井上信治衆議院議員 

副会長：吉野正芳衆議院議員、高木毅衆議院議員、小渕優子衆議院議員、 

幹事長：片山さつき参議院議員、副幹事長：秋葉賢也衆議院議員、坂本哲志衆議院議員、松村祥史参議院議員 

事務局長：あかま二郎衆議院議員 事務局次長：井林辰徳衆議院議員 

常任幹事：平口洋衆議院議員、盛山正仁衆議院議員、土井亨衆議院議員、坂井学衆議院議員、 

     木原稔衆議院議員、伊東良孝衆議院議員 

幹事：小田原潔衆議院議員、工藤彰三衆議院議員、津島淳衆議院議員、石川昭政衆議院議員、 

   鈴木憲和衆議院議員、大隈和英衆議院議員 

＜環境省環境再生・資源循環局＞ 

局長：山本昌宏 廃棄物規制課長：成田浩司、廃棄物規制課課長補佐：松﨑裕司、同：松林雅之 

＜国土交通省総合政策局＞ 

公共事業企画調整課長：森戸義貴、インフラ情報・環境企画室長：八尾光洋 

＜全国産業資源循環連合会＞ 

会長：永井良一、理事・最終処分部会長：杉田昭義、理事・収集運搬部会長：藤枝慎治、 

専務理事：森谷賢、事務局長：桑田信男、事業部長・調査部長：香川智紀 

令和2年度産業・資源循環議員連盟総会を開催 
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●建設汚泥再生品等の利用促進に関する検討会● 
 建設汚泥再生品等の利用促進に関する検討会の第5回会合を6月23日に開催しました。主な議題として、

同検討会の報告書の取りまとめに向け検討を行いました。              （総務部・古川） 

●産廃処理業景況動向調査結果について（2020.1-3月期）● 
 2020.1-3月期の景況判断DIは、前期の▲15から▲33となり、過去最大の下落幅となりました。見通し

は▲53となり、東日本大震災後の水準まで低下する見込みとなっております。新型コロナウイルスの影響に

より景気が大幅に下押しされ、厳しい状況にあります。 

 調査結果の詳細につきましては、下記サイトをご覧ください。           （事業部・本多） 

 https://www.zensanpairen.or.jp/activities/report/ 

連合会便り 

 令和2年6月12日、生田神社会館において、一般社団法人兵

庫県産業資源循環協会第9回定時総会が開催されました。同日

に開催された臨時理事会で、株式会社スギショー常務取締役の

清水美保理事が初代女性部会長に選出され、女性部会発足とな

りました。 

 当協会組織再編の大きな柱の一つとなる女性部会新設は、そ

の目的として、女性の立場から適切な職域や働き方、ワークラ

イフバランス、ハラスメント排除などの課題解決のために女性

が働きやすい職場づくりを目指すことを掲げて、就業状況や実

態などの調査をはじめ、女性限定の研修会や施設見学会などの

活動を予定しています。 

 清水女性部会長は、「女性がイキイキと働き続けるために」

をビジョンとし、3Y活動（やさしさ、やりがい、やってみよ

う！）を活動方針として掲げ、廃棄物処理業だけにとどまら

ず、資源循環に携わる女性の活躍推進のきっかけとなる活動を目指しています。今後の活躍を期待して、新

設された女性部会の皆さんに温かいエールをお願いいたします。 

                             （一般社団法人兵庫県産業資源循環協会）  

（一社）兵庫県産業資源循環協会「女性部会」が発足 

女性部会新設メンバー 

（写真左から小林委員、清水部会長、 

 武本副部会長、藤原委員） 

●INDUST 7月号特集「コロナ危機に立ち向かう 」● 
世界を席巻している新型コロナウイルス感染症で動脈産業の事業活動が停滞し、静脈産業の産廃処理業に

も影響を及ぼしています。こうした状況を受け、7月号では全国の産業廃棄物処理業者様に「新型コロナウ

イルス感染症による事業への影響」と題して実施した緊急アンケートの結果を掲載します。 

また、コロナを受け新たな営業方法を取り入れた産廃事業者の事例や、連載「産廃処理から資源循環へ」

の執筆者、杉本裕明氏と、6月号までSDGｓについて解説頂いた北島隆次氏の緊急レポート、さらに、新型

コロナウイルス感染症に係る廃棄物の円滑な処理についてと資金支援制度について解説します。 

                                       （事業部・東方） 
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「廃棄物処理業の用に供する軽油に係る課税免除の特例措置」は、今年度末に期限を迎えます。当連合会で

は、当該制度の延長要望にあたり、件名の調査を7月31日まで実施しています。 

最終処分場を有する事業者の皆様には、所属の都道府県協会から調査の依頼をお送りしていますので、制度

の利用の有無に関わらず、ご回答ください。 

制度を利用している事業者の方は、利用状況等の詳細について、さらなる調査にご協力ください。調査票は

以下のURLからダウンロードしてください。                      （調査部・東） 

 https://www.zensanpairen.or.jp/chosa630/ 

最終処分場に係る免税軽油の特例措置の延長要望に向けた調査への協力のお願い 


